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項目 Aが学習項目 Bよりできているとする。しかし、もし Bの習得が十分に「速」く進むのであれば、上






 (1) 日中対照に関する先行研究を整理し、「類似音」と「類似性」の判断基準について検討すること 
 
2 
 (2) 理論検証における「検証対象」及び「検証手法」の注意点について検討すること 
という２点から、第二言語としての音声・音韻習得理論を検証している。 
本論文は、以下の 7章からなる。 
第 1章 序論 
第 2章 先行研究と本研究の立場 
第 3章 中上級の中国人日本語学習者における単母音習得の実態 
第 4章 母語転移以外の要因分析及び両言語における類似音の特定 
第 5章 検証方法と検証対象に対する論考 
第 6章 音声的類似度に基づく音声・音韻習得理論の検証 




















 a. 特定の音環境による影響を避けるために、音環境が最もシンプルな単母音を対象とする。 
 b. 韻律的要素が評価に影響するため、統制させる必要がある。 











































  平成 30年 2月 1日、人文社会科学研究科学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもと、本
論文について著者に説明を求めた後、関連事項について質疑応答を行った。審議の結果、審査委員全員一
致で合格と判定された。 
 
３ 結論 
  上記の論文審査ならびに最終試験の結果に基づき、著者は博士（言語学）の学位を受けるに十分な資格
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を有するものと認める。 
 
